
学界消息

学
界
消
息

　
　
史
学
研
究
会
関
係

例
会
　
十
二
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時

　
塵
国
戦
国
時
代
の
墓
劇
制

　
燃
差
成
立
の
過
程
に
つ
い
て

　
ミ
ノ
ア
丈
字
の
解
読
を
め
ぐ
っ
て

例
会
　
二
月
四
二
（
土
）
午
後
一
時

　
劉
備
の
入
蜀

　
ナ
チ
ス
と
自
・
田
主
義
の
問
題

　
万
葉
に
於
け
る
古
代
と
近
代

　
　
国
史
関
係

大
谷
大
学
仏
教
輿
学
会
大
会

　
午
後
一
時

　
比
叡
出
と
添
願
寺

　
六
朝
仏
教
に
お
け
る
自
己
の
間
題

西
田
直
二
郎
先
生
古
稀
祝
賀
会

　
楽
友
会
館

金
関
　
　
恕

岩
見
　
　
宏

村
田
数
之
亮

楽
友
会
館

狩
野
　
直
禎

広
実
源
太
郎

林
屋
辰
三
郎

　
直
傭
月
三
二
（
土
）

大
谷
大
底
会
議
室

　
　
　
　
藤
島
逮
郎

　
　
　
　
村
上
　
嘉
実

こ
の
度
h
百
稀
を
迎
え
ら
れ
た
京
都
大
堂
丁
名
遜
目
教
授

西
田
博
士
の
古
稀
祝
賀
会
は
、
欝
士
の
誕
生
さ
れ

た
圏
瀬
…
十
二
月
二
十
三
臼
（
金
）
午
後
五
時
よ
り

関
係
者
・
門
下
生
約
百
名
参
集
し
、
盛
大
に
開
儂

さ
れ
た
。
和
や
か
な
懐
瞬
談
の
う
ち
に
博
士
の
長

寿
を
祈
っ
た
。

読
史
会
新
卒
業
生
予
饒
会
　
一
百
＋
三
日
（
土
）

　
午
後
四
時
半
　
　
　
　
　
　
　
梨
木
神
社

　
本
年
度
薪
　
卒
業
生
十
五
名
の
予
健
…
会
は
、
梨
木
神

　
柱
客
殿
に
お
い
て
、
小
葉
田
・
赤
松
・
柴
田
各
教

　
授
、
岸
助
教
授
、
林
屋
講
師
等
身
富
・
先
輩
・
学

　
生
五
十
数
．
名
相
集
っ
て
、
学
生
生
活
の
衝
顧
、
前

　
途
の
抱
負
な
ど
を
語
り
つ
つ
、
無
冠
裡
に
行
わ
れ

　
た
。

　
　
東
洋
史
関
係

人
丈
科
学
研
究
所
開
所
記
念
講
演
会
　
十
一
月
十
二

　
日
（
土
）
　
　
　
　
　
　
入
交
科
学
研
究
所

　
ト
辞
に
見
え
る
祖
霊
観
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
道
治

入
文
科
学
研
究
所
交
換
研
究
会
　
十
一
月
十
七
日

　
（
木
）
十
八
蹟
（
金
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
丈
科
掌
研
究
所

　
南
宋
の
郷
村
制
　
　
　
　
　
　
　
　
周
藤
　
吉
之

　
南
宋
の
農
業
問
題
　
　
　
　
　
　
　
周
藤
　
吉
之

中
国
科
掌
院
訪
日
掌
術
視
察
団
講
演
　
十
一
一
月
十
臼

　
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
人
交
科
学
研
究
所

　
魔
羅
賛
氏
の
「
時
代
区
分
の
問
題
」
及
び
勢
達
氏

　
の
「
六
年
来
の
中
国
に
於
け
る
考
古
事
業
」
の
報

　
告
を
め
ぐ
っ
て
討
論
し
た
。

京
都
大
学
薪
卒
業
生
予
饒
会
　
三
月
一
日
（
木
）

　
午
後
五
時
よ
り
京
都
大
掌
爾
食
堂
に
於
い
て
開
催
。

　
田
村
教
授
を
は
じ
め
、
教
貿
丁
寧
賭
董
・
学
生
等
約

　
三
十
名
が
参
会
し
、
卒
業
生
の
前
途
の
多
幸
な
ら

　
ん
こ
と
を
祈
っ
た
。

東
方
華
華
協
会
例
会
　
三
月
二
十
二
日
（
木
）

　
午
後
二
時
　
　
　
　
　
　
人
文
科
学
研
究
所

　
イ
ラ
ン
へ
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

　
　
西
洋
史
関
係

京
都
大
学
新
卒
・
業
生
予
機
会
　
二
月
二
十
八
臼

　
（
火
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
原
教
授
を
は
じ
め
各
教
官
出
席
の
も
と
に
盛
大
に

　
行
わ
れ
た
。
就
職
希
望
者
と
大
学
院
希
望
者
は
略

　
々
相
半
ぼ
し
た
が
、
卒
業
論
文
題
臼
名
に
も
見
ら

　
れ
る
よ
う
に
、
傾
向
と
し
て
は
今
年
度
は
異
色
あ

　
る
卒
業
生
を
送
っ
た
。

　
　
地
理
学
関
係

入
文
地
理
学
会
大
会
　
十
一
月
一
舐
（
火
）

　
　
　
京
都
大
学
教
養
学
部
新
張
篭
・
尚
賢
館

　
伊
豆
天
城
周
辺
林
業
地
域
に
於
け
る
部
落

　
　
共
膚
林
の
変
容
形
態
に
関
す
る
一
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
　
淳
一

　
福
井
県
上
磁
波
に
お
け
る
出
作
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
青
二

　
都
市
域
の
土
堆
利
用
と
そ
の
農
業
経
営
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藤
本
利
治

近
代
工
業
と
農
家
兼
業
（
予
報
）

一
兼
業
農
家
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
3
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
地
　
貫
一

渠
樹
栽
培
に
お
け
る
経
済
単
位
地
域
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
万
寿
男

統
計
か
ら
み
た
わ
が
国
の
農
作
物
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
得
一

岩
木
火
山
斜
面
の
土
地
利
用
　
　
　
村
木
　
定
雄

鉱
山
を
も
つ
出
村
の
鉱
自
と
の
関
連
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
　
茂

鉱
害
爆
村
の
地
理
掌
的
研
究
（
第
一
報
）

　
1
筑
豊
炭
田
地
帯
の
鉱
害
現
象
　
土
井
　
仙
吉

　
2
鉱
審
地
の
農
業
構
造
　
　
　
　
御
子
柴
幸
一

灌
海
用
水
源
と
し
て
の
筑
紫
平
野
の
溜
堀
に

　
つ
い
て

養
殖
漁
村
の
祉
会
構
造
に
つ
い
て

水
塵
養
殖
業
の
競
合
す
る
地
域

長
門
北
浦
漁
村
の
生
産
溝
造

筑
前
大
島
の
半
農
半
漁
形
態

外
房
沿
岸
の
地
域
調
査
報
皆

共
間
体
漁
村
の
型
態

五
島
列
嘉
の
厨
住
様
式
に
つ
い
て

都
市
近
鄭
の
農
村
下
戸

千隈山申大新大松竹
田部口田村宅島営内
　　弥
正　一栄　　 嚢一常
美守郎一一肇勇二夫行

馳
方
二
都
市
の
商
圏
競
合
　
　
　
　
木
地
　
節
郎

鳳
間
に
於
け
る
本
邦
都
市
の
人
口
吸
引
圏
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
見
　
悦
治

聯
泉
の
宮
座
の
分
布
と
そ
の
地
域
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
　
勝
秋

複
雑
な
新
田
開
発
の
事
例
　
　
　
　
佐
々
木
清
治

三
角
州
に
於
け
る
薪
田
の
開
発
　
　
揮
勢
田
豊
次

近
琶
に
お
け
る
多
摩
川
漢
谷
の
龍
寿
寺
村

（
第
6
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
　
安
一

西
部
瀬
戸
内
海
北
岸
に
お
け
る
古
代
地
形
の

　
発
達
と
文
化
景
観
の
展
開
（
1
）
小
野
　
忠
熈

干
草
地
の
行
政
境
界
　
　
　
　
　
　
西
村
　
嘉
助

方
言
の
類
似
度
お
よ
び
通
婚
率
よ
り
み
た
中

　
　
国
山
地
の
境
界
性
に
つ
い
て
　
　
岩
永

　
宋
代
「
談
心
胆
等
国
」
の
位
置
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村

　
ヘ
ン
リ
ー
航
海
王
と
印
度
　
　

金
子

　
地
域
調
査
の
発
展
　
　
　
　
　
　
　
野
間

　
「
秋
落
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
川
崎

臼
本
地
理
学
会
秋
季
大
会
　
十
一
月
二
日

　
三
諦
（
木
）

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
《
開
拓
》
　
（
二
日
）

　
近
世
日
本
の
薪
田
開
発
に
つ
い
て
　
菊
池

鴻
池
新
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
浦

健三
史郎廉宏　実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
）

京
都
大
整
数
養
学
部
薪
巻
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
春

　
高
冷
開
黒
地
の
慶
業
経
欝
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
川
　
難
夫

　
火
山
裾
野
原
野
の
開
拓
と
霞
本
の
基
底
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
喜
田
二
郎

　
戦
後
に
お
け
る
農
地
醐
拓
の
展
開
と
そ
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
聞
　
　
武

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
《
都
箭
の
郊
外
》
　
（
三
日
）

　
大
阪
近
郊
の
農
業
　
　
　
　
　
　
　
浮
田
　
典
良

　
大
阪
市
北
郊
の
都
市
化
の
過
程
　
　
小
林
　
　
博

　
大
阪
府
下
、
蔵
垣
内
部
落
農
村
都
市
化
の

　
　
一
断
面
　
　
　
　
　
　
　
　
出
本
　
　
登

　
東
京
都
下
、
小
平
町
の
変
號
　
　
　
渡
辺
　
　
揉

　
郊
外
地
域
の
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
史
男

　
市
域
拡
張
に
間
す
る
近
郊
の
利
害
　
井
関
弘
太
郎

人
文
地
理
学
会
第
十
三
鐡
例
会
　
十
二
月
津
具

　
（
土
）
　
　
　
　
　
京
都
大
掌
付
属
図
書
館

　
未
開
祉
会
に
お
け
る
村
落
共
同
体
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
栄
吉

　
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
地
中
海
植
民
　
　
織
田
　
武
雄

人
文
地
理
学
会
十
第
四
團
例
会
　
一
一
月
二
十
五
日

　
（
土
）
　
　
　
　
　
京
都
大
学
付
属
図
書
館

　
滋
賀
県
に
お
け
る
農
民
的
商
品
生
塵
の

　
　
歴
史
地
理
的
考
察
　
　
　
　
　
　
矢
守
　
　
一
彦

　
ト
ル
キ
ス
タ
ン
紀
行
（
ス
ラ
イ
ド
併
写
）
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両
下

　
カ
ラ
コ
ル
ム
紀
行
（
ス
テ
イ
ド
人
骨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾

　
　
考
古
学
関
係

但
馬
八
代
須
恵
器
窯
肚
の
調
査

孝
介

佐
助

　
圧
ハ
庫
県
城
崎
郡
臼
高
町
八
代
の
丘
陵
中
腹
で
発
見

　
さ
れ
た
須
恵
器
窯
鮭
の
調
査
が
、
旧
藩
五
日
か
ら

　
十
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
京
大
考
古
学
研
究

　
蜜
横
山
浩
一
氏
が
主
と
し
て
こ
れ
を
撞
費
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
窯
は
、
半
地
下
式
の
登
窯
の
構

　
造
を
も
ち
、
出
土
品
か
ら
古
墳
時
代
後
期
に
築
造

　
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

考
古
学
談
話
会
（
卒
業
生
予
饒
会
）
二
月
四
B

　
（
士
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
ミ
ヌ
シ
ソ
ス
ク
地
方
に
お
け
る
初
期
鉄
器

　
　
時
代
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

　
飛
鳥
時
代
の
唐
草
文
様
　
　
　
　
　
秋
山

　
申
東
探
険
旅
行
談
　
　
　
　
　
　
　
岡
聴

昭
和
三
十
一
隼
京
都
穴
学
卒
曲
論
丈
題
目

　
　
国
史
学
専
攻

初
期
武
家
社
会
に
於
け
る
女
性
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
霞

幕
宋
維
薪
期
に
お
け
る
農
村
め
政
治
的
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
泉

　進
敬午琢

康
子

貞
夫

三
浦
梅
園
の
患
想

昭
和
初
年
の
労
働
運
動

「
部
民
」
に
つ
い
て
の
一
試
論

近
糠
申
末
期
漁
村
の
講
造

辺
境
に
お
け
る
封
建
剃
の
成
立
過
程

黒木狩大上
藤内野谷田

町由　郁淑
一雄久三子

第
｝
次
大
戦
及
び
対
申
国
二
十
～
ケ
条
要
求
の

　
史
的
諸
前
提
　
　
　
　
　
　
　
　
里
上
　
龍
平

加
能
地
方
に
於
け
る
組
・
十
六
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
保
橋
　
彬

近
世
初
期
に
お
け
る
村
落
構
造
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
元
彦

一
九
三
一
一
三
二
年
の
日
本
に
お
け
る
議
会
政
治

　
を
め
ぐ
る
二
童
の
事
実
に
つ
い
て
　
福
本
　
茂
雄

五
出
派
禅
宗
の
発
展
に
関
す
る
社
会
的
考
察

農
兵
隊
の
成
立
と
解
体

日
本
自
然
主
義
と
島
崎
藤
村

律
令
制
下
の
地
方
豪
族
の
一
動
向

〔
修
士
過
程
〕

江
戸
後
期
に
お
け
る
村
落
の
展
開
…

高
野
山
　
領
荒
河
荘
の
研
究

近
江
に
お
け
る
太
闇
検
地
の
問
題

　
　
東
洋
史
掌
専
攻

東
周
列
国
の
輿
官
の
記
述
の
一
側
面

横唯草藤
山木岡
達貞三大
雄三男拙

朝
尾
直
弘

熱
田
　
　
公

今
井
美
智
子

宇
高
克
宏

疑
遍
く
＆
貸
硫
暮
篤
勘
に
あ
ら
わ
れ
た
る
《
く
お
》

　
及
び
《
く
博
ρ
冨
凱
》
に
つ
い
て
　
　
恵
谷
俊
之

李
大
様
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
田
　
俊
昭

中
国
浄
土
教
成
立
に
関
す
る
一
考
察
　
園
家
　
栄
昭

陳
天
華
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
山
口
正
子

〔
修
士
過
程
〕

金
砂
女
真
と
貨
幣
経
済
　
　
　
　
　
河
内
　
良
弘

福
建
の
開
発
と
仏
教
　
　
　
　
　
　
　
竺
沙
　
満
了
早

　
　
西
洋
史
学
専
攻

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
の
悲
劇
性
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
島
　
　
獺

十
七
世
紀
英
国
革
命
期
に
お
け
る

　
急
進
民
主
主
義
像
　
　
　
　
　
　
　
津
村
　
俊
勝

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
晩
年
へ
の
歴
史
繭
閏
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
泰

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
の
政
鵜
旧
思
想
　
　

王
宅
正
鮒
囚

世
紀
転
三
期
の
ド
イ
ツ
対
外
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
宣
雄

ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
の
歴
史
理
論
津
田
　
　
山
災

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
理
想
主
義
と
第
一
次
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
多
　
彬
臣

　
　
人
文
地
理
掌
専
攻

ス
ト
ラ
ボ
に
於
け
る
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
正
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〔
修
士
課
程
〕

麓
姥
爺
済
の
地
理
的
意
義
　
　
　
　
　
　
押
野
　
昭
生

覇
治
以
降
に
お
け
る
二
本
漁
業
発
展
の

　
経
済
地
理
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
正
彦

濃
尾
織
物
業
地
域
に
お
け
る
経
済
地
理
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
　
勉

　
　
考
古
掌
専
攻

飛
鳥
時
代
の
庸
草
事
様
　
　
　
　
　
　
款
山

、
、
、
ヌ
シ
ン
ス
ク
地
方
の
初
期
鉄
器
時
代
交
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
申

巳
本
学
術
会
議
選
挙
有
権
者
の
登
録

に
つ
い
て

進
午琢

　
本
年
十
二
二
十
日
に
第
四
期
臼
本
学
術
会
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
科
学
者
の
代
表
機
関
と
し
て

の
学
術
会
議
の
も
つ
重
要
な
意
昧
、
殊
に
最
近
の
学

術
会
議
が
当
面
し
て
い
る
問
題
の
重
要
惟
は
周
知
の

通
り
で
す
。
し
か
る
に
従
来
よ
り
、
膚
資
格
者
で
あ

り
な
が
ら
、
登
録
洩
れ
の
た
め
投
票
さ
れ
な
い
研
究

者
が
非
常
に
多
い
状
況
で
す
の
で
、
職
掌
者
の
総
意

を
学
術
会
議
に
結
集
す
る
為
に
登
録
洩
れ
の
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
学
術
会
議
の
選
挙
権
を
行
使
し
、
叉
は
選
挙
さ
れ

る
た
め
に
は
、
登
録
用
カ
ー
ド
を
提
繊
し
学
術
会
議

中
央
選
挙
管
理
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
期
聞
は
竃
月
一
臼
よ
嚇
七
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
（
昭
和
二
＋
八
年
）

の
有
権
者
に
は
、
当
時
の
勤
務
先
を
通
じ
て
、
叉
は

直
接
に
登
録
用
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
今
回
新

し
く
登
録
を
求
め
よ
う
と
さ
榔
る
方
で
、
大
学
・
研

究
機
関
に
勤
務
す
る
者
は
な
る
べ
く
そ
の
所
属
機
関

を
通
じ
て
、
そ
れ
以
外
の
者
は
左
の
様
式
に
よ
り
葉

書
で
直
接
掌
術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会
（
東
京
都
台

東
区
上
野
公
園
内
）
　
へ
曲
覚
畑
録
一
用
カ
ー
ド
を
請
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
尚
、
当
会
宛
に
①
氏
名
（
ふ

り
が
な
付
）
②
現
住
所
③
職
名
を
御
勤
務
先
・
記

登録月回カード用紙玉出書

氏名 i必ずふりがなをつけること）

環住所

勤勝先職名

（謝1）

粟盗を縦にして横書きの
こと

入
の
上
六

月
末
日
迄

に
御
申
込

み
下
さ
れ

ば
、
一
括

し
て
選
挙

管
理
会
に

越
智
武
臣
（
西
洋
史
）
　
宋
尾
至
行
（
地
理
）

西
谷
真
治
（
考
古
学
）
　
石
田
新
人

　
　
　
　
　
編
集
後
　
記

最
初
に
、
ま
た
く
発
行
が
お
く
れ
た
こ
と
を
、

深
く
お
詑
び
す
る
。
し
か
し
巻
頭
の
村
田
氏
の
論
文

よ
り
、
書
評
欄
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
内
容
の
充
実

は
、
こ
れ
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
と
信
ず
る
。

　
さ
て
本
会
は
京
都
大
学
史
学
科
を
中
心
に
す
る
と

は
い
え
、
そ
の
規
模
・
内
容
に
お
い
て
、
全
国
的
な

学
会
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
幸

に
本
年
は
、
丈
学
部
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
一
つ
の
足
場
と
し
て
、

本
会
が
い
よ
く
飛
躍
し
発
展
す
る
よ
う
に
、
皆
様

の
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
。
（
狩
野
）
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提
出
し
、
登
録
用
カ
ー
ド
・
説
開
田
を
受
取
っ
て
お

送
り
し
ま
す
。

　
　
　
会
　
　
　
告

　
四
月
よ
り
史
学
研
究
会
委
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
懸
委
員
を
含
め
て
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。

朝
尾
直
弘
（
国
史
）
　
　
狩
野
直
禎
（
東
洋
史
）

蕪
麟
鷲
一
語
翻
　
定
価
戸
円

　
史
　
林
（
第
三
九
巻
第
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
螂
大
学
文
学
都
内

発
行
齎
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掻
巷
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
匿
七
条
御
所
ノ
内
束
町
三
九

印
関
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社


